
 

不登校及び不登校傾向にある児童・生徒への対応について 

 

１ 不登校について（定義および現状） 

  不登校の定義 

  「不登校児童生徒」とは「何らかの心理的、情緒的、身体的あるいは社会的要因・背景により、登

校しないあるいはしたくともできない状況にあるために年間 30 日以上欠席した者のうち、病気や

経済的な理由による者を除いたもの」（文部科学省より） 

 

（以下、ＧＲ（グループローラー資料：別紙）より） 

《過去３年間の不登校児童生徒数および不登校率の推移》 

 小学校 中学校 市全体 

令和２年度 98 名 （0.78％） 226 名 （4.22％） 324 名 （1.81％） 

令和元年度 102 名 （0.82％） 248 名 （4.60％） 350 名 （1.95％） 

平成 30 年度 79 名 （0.63％） 239 名 （4.41％） 318 名 （1.78％） 

《令和元年度～令和３年度の１２月末時点での不登校による３０日以上の欠席者数の比較》 

 小学校 中学校 市全体 

令和３年度 102 名 207 名 309 名 

令和２年度 74 名 200 名 274 名 

令和元年度 98 名 231 名 329 名 

 

（参考） 

 ＧＲ資料による不登校による３０日未満の欠席者数（※） 

 小学校 中学校 市全体 

令和２年度 83 名 147 名 230 名 

令和元年度 86 名 135 名 221 名 

平成 30 年度 56 名 88 名 144 名 

１２月末の時点での比較 

 小学校 中学校 市全体 

令和３年度 101 名 178 名 279 名 

令和２年度 89 名 139 名 228 名 

令和元年度 64 名 116 名 180 名 

  ※ ここでの３０日未満の欠席者数に該当する児童生徒は、 

  ①欠席理由に関係なく、累積欠席日数が２０日以上のもの。 

  ②遅刻、早退、別室登校が目立つもの（２０日以上） 

  ③前年度、不登校による欠席日数が３０日以上のもの 

を表している。 

 

令 和 ４ 年 ２ 月 ８ 日 

佐賀市総合教育会議 

＜資料１＞ 
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 学年ごとの不登校児童生徒数（令和３年度は１２月末時点） 

 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 

令和３年度 3 名 5 名 12 名 20 名 27 名 35 名 43 名 82 名 82 名 

令和２年度 5 名 9 名 7 名 20 名 26 名 31 名 60 名 81 名 85 名 

令和元年度 3 名 4 名 15 名 18 名 26 名 36 名 55 名 90 名 103 名 

平成 30 年度 2 名 8 名 13 名 19 名 17 名 20 名 68 名 101 名 70 名 

 

２ 佐賀市の不登校児童生徒への対策事業 

① スクールカウンセラー活用事業 

令和２年度の実績として 17 名のカウンセラーを 53 校に配置。カウンセリングを受けた児童生徒

は延べ 2,138 名、保護者は 1,425 名となっている。また、校内研修の機会等を通して、講話・演習

を依頼し、1,008 名の教師が指導助言を受け、カウンセリング能力の向上に努めた。 

令和３年度は小学校に14名のカウンセラーを2,140時間、中学校に13名のカウンセラーを2,748

時間の、併せて 17 名のカウンセラーを 53 校に 4,888 時間配置している。 

② 不登校対策事業 

不登校児童生徒の社会的自立や学校復帰を促すため、学校、家庭、教育支援センター「くすの実」

との連携を図るとともに、不登校児童生徒の家庭に「サポート相談員」を派遣することにより、不

登校傾向の児童生徒や保護者を孤立させないように関わっている。 

 通級生（新規入級） ICT 学習支援生 見学・面接 

令和３年度 28 名（７名） 12 名 37 名 

令和２年度 37 名（20 名） 16 名 50 名 

令和元年度 32 名（18 名） 19 名 43 名 

令和２年度の実績として、「くすの実」には ICT 学習支援生を含む 53 名が入級、20 名が卒級し

た。この 20 名の卒級者のうち 17 名は進学した。また、105 名の児童生徒がサポート相談員の支援

を受けた。学校への完全復帰４名を含む、33 名が改善している。 

令和３年 12 月末現在、「くすの実」には ICT 学習支援生を含む 40 名が入級、28 名の児童生徒が

通級している。この中には学校完全復帰２名、学校復帰に向かっている児童生徒も６名含まれてい

る。また、令和３年度も 105 名の児童生徒がサポート相談員の支援を受けている。 

③ 不登校児童生徒支援事業（ＳＳＦ委託） ※ＳＳＦ…ＮＰＯ法人スチューデントサポートフェイス 

不登校及び不登校傾向の児童生徒に対し、学習支援員による別室での学習・生活支援や、自宅で

の ICT 学習支援を行い、児童生徒の社会的自立、学校や学級への復帰を目指している。 

令和２年度の実績として、学習支援員 21 名を 24 校の小中学校に配置し、270 名の児童生徒に対

して、別室での対応や家庭訪問などを 13,319 回行った。また、16 名の児童生徒が ICT 学習支援を

407 回受けた。 

令和３年度も学習支援員 19 名を 22 校に配置している。令和３年 12 月末現在、ICT 学習支援を受

けている児童生徒は 12 名である。 
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３ 取り組み内容 

○不登校対策会議（毎月１回） 

 ・不登校児童生徒及びその家庭に関わる「くすの実」指導員、サポート相談員、スクールソーシャル

ワーカー、学習支援員などの職員間で、情報交換、共有を行い、有効な手立てを探る。 

 ・講師を招いての年間３回の研修に加え、各職種より事例を出し合い協議するカンファレンスを年間

４回行い、不登校児童生徒及び家庭への働きかけの在り方を模索している。 

また、この経験を実際の不登校児童生徒への対応に応用し、改善に導くよう研鑽を積んでいる。 

 

○７時の集い 

・教育支援センター「くすの実」を会場に、年６回（５、６、７、９、10、11 月）19 時～21 時で開

催した。 

・不登校の児童生徒の保護者、学校関係者による集まりであり、30 名～50 名程度の参加であった。 

・不登校に関わる様々な立場の方に講演を依頼し、今年度は、不登校経験者や不登校経験者の保護者、

不登校支援者、専修学校の先生などに話していただいた。実体験に基づく講話で、参加者に大変好

評であった。 

・不登校児童生徒の保護者との意見交換では、子どもとの関わり方を模索する保護者にとって、悩み

を共有し、お互いにつながることで精神的な負担の軽減にも有効であったと思われる。 

 

○ＧＲシート（毎月） 

 ・学校、市教委での情報共有、共通理解 

 ・相談室登校、休みがち、長期欠席の児童生徒の実態、支援について集約している。各学校において

は、複数の教師により児童生徒の月ごとの欠席日数、学校での変化、支援の状況、家庭状況の変化

など教育相談部会などで共通理解し支援に生かしている。また、長期欠席者の要因を、病気、不登

校、その他、に分類して整理するとともに、家庭における過ごし方、特にゲーム依存、昼夜逆転状

態及び関係機関との連携について把握するようにした。 

 

○県や他機関との連携  

・訪問支援による社会的自立（学校復帰）サポート事業（県、SSF 委託） 

・佐賀県中央児童相談所、市子ども家庭課との連携 

 

４ 課題 

① 不登校児童生徒にかかる対応件数の増加のための、学校や相談員等の負担増。 

→ 令和２年度は佐賀市内の不登校児童生徒数は減少したが、不登校傾向の児童生徒数は増加して

いる。令和３年度は、１２月末の時点で不登校児童生徒数、不登校傾向の児童生徒数共に昨年度を

上回っており、その対応回数や時間が増えている。学校の教職員のみの対応にならないよう、スク

ールソーシャルワーカー、スクールカウンセラー、サポート相談員等を配置し対応しているが、一

人で複数校を担当しており常駐しているわけではないため、臨機応変な対応が難しい。 

 

3



 

② 児童生徒を取り巻く家庭環境等の複雑化に伴う組織的・継続的な対応（連携、共通理解の徹底） 

→ 学校から連絡が取れない、状況がつかめない家庭があるため、スクールソーシャルワーカー、

スクールカウンセラー、サポート相談員、児童相談所、子ども家庭課と情報共有し、適切な支援に

つなげることができるように対応している。 

 

③ 教育支援センター「くすの実」、学校での別室対応における、特別支援学級在籍の児童生徒や発達障

害の傾向が見られる児童生徒への対応。 

→ 令和３年度は、不登校対策会議において、特性の理解とその対応についての研修の機会を設け

た。「くすの実」や学校の相談室等の別室では、対象となる児童生徒が複数おり、同時に異学年の複

数の児童生徒に対して支援を行っている。個に応じた支援を行うためには、支援員の増員の必要が

あるが、令和３年度は、学校に配置している学習支援員にも欠員が生じるなど、人材確保が難しい。 

 

④ 低年齢化する不登校児童への対応。 

→ 佐賀市の小学校では、平成 28 年度から令和２年度までの５年間に、不登校児童数が 57 名から

98 名と約１．７倍に、不登校傾向の児童数が 46 名から 83 名と約１．８倍に増加している。特に、

低学年から不登校になった場合、長期化することも多いことから、関係機関が連携・継続した対応

を行っていく必要がある。 

また、令和３年度に「くすの実」に面談・見学に来た 37 名の中に、小学１年生が２名、小学２年

生が３名いる。現在、「くすの実」においては、午前中の学びのタイムでは自習が基本となっている

ため、低学年の児童が正式入級となった際の学習支援体制についても検討していく必要がある。 

 

4



男女

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

→ 　

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

日

○

●

○

●

○

●

○

●

○

●

○

●

○

●

○

●

○

●

○

●

○

●

○

●
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■長期欠席者【欠席３０日以上】、学校外の機関で相談・指導を受けた者、月３０％以上欠席がある場合は、引き続き入力及び取り組み等お願いします。

不
登
校
月
別
報
告
の
該
当
者
全
員
作
成

(

レ
ベ
ル
１
）

Ⅰ■グループローラーのメンバー 氏名、部活動名、機関名、連絡先など

Ⅰ

１月

２月

１１月

１２月

９月

１０月

７月

８月

５月

６月

Ⅳ■学校情報　○担任等、グループローラーのメンバーによる具体的な支援　●子ども・保護者情報※簡潔に行内表記

４月

Ⅲ■具体的な支援方針

昨年度
総欠席日数

具体的な支援（何をするか）

1学期 2学期 3学期

欠席率 0%

生存確認最終日（欠席率100％記入） 100%

指導要録上の出席扱い日数 0

病気・その他 による欠席日数(B) 0

不登校による欠席日数(A) 0

欠席日数 A+Ｂ 0

出席しなければならない日数 0

出席日数(別室登校を含む） 0

別室利用・遅刻早退等日数 0

Ⅱ■月別出席・欠席状況等 計

授業日数 0

出席停止 0

不登校対応機関【学校外対応①～⑦】

その他（行政機関、病院等）

スクールカウンセラー等

スクールソーシャルワーカー

サポート相談員

学習支援員

組 番号 児童生徒氏名（ふりがな）

教育相談担当

養護教諭

副担任、部活動顧問、教科担当など
担任以外

R 3 年度 グループローラー作戦　[月別報告書]（支援シート） 月別報告対象者
アルファベット→

病気 発達障害等

担任氏名

○○　小中 学校 年 組 号

学校名 学年
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日

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

月

規
則
正
し
い

昼
夜
逆
転

ゲ
ー

ム
依
存

等 行
動
不
明

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

日 前年度不登校による欠席日数 日

他

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭

月 日

　 該当すれば　１　を → 該当すれば　１　を → 該当すれば　１　を →

Ⅸ■指導結果状況
　　　≪3月に入力≫

A：指導の結果登校できるようになった B:登校には至らず、指導中である C　:Bの中で、好ましい変化が見られる。

不
登
校
に
よ
る
欠
席
３
0
日
以
上
（

レ
ベ
ル
３
）

　　

主たるもの（１つを必ず選択し、１を入力する。）

主たるもの以外にも当てはまるもの（２つまで可）

Ⅷ■ケース会議・支援会議

参加者 会議内容

家

庭

の

生

活

環

境

の

急

激

な

変

化

親

子

の

関

わ

り

方

家

庭

内

の

不

和

生

活

リ

ズ

ム

の

乱

れ

・

遊

び

・

非

行

無

気

力

・

不

安

左

記

に

該

当

な

し

0%

Ⅶ■不登校の要因 今年度不登校による欠席日数 0

不登校による欠席が30日以上の場合、その要因について、学
級担任など児童生徒の状況を最も把握している教職員が、本
人や保護者の意見を踏まえ、管理職を含む教育相談部会等
で情報を共有して記入する。
※可能であれば、スクールカウンセラーあるいはサポート相談
員等を交えて行なう。

学校 家庭 本人

い

じ

め

い

じ

め

を

除

く

友

人

関

係

を

め

ぐ

る

問

題

教

職

員

と

の

関

係

を

め

ぐ

る

問

題

学

業

の

不

振

進

路

に

係

る

不

安

ク

ラ

ブ

活

動

・

部

活

動

へ

の

不

適

応

学

校

の

き

ま

り

等

を

め

ぐ

る

問

題

入

学

・

転

編

入

学

・

進

級

時

の

不

適

応

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

※対象者の欠席が目立つ（欠席率30％以上）月は記入ください。

欠席率
％

本人の生活（主語は児童生徒で表記）

左記に該当する場合は、○を。
児童生徒における情報を中心に記載する。

家庭情報等
（主語は、保護者で表記）

特に記述事項がない場合は、空欄

0%

Ⅵ■家庭情報　　（本人の生活状況、家族の状況、考え方等）

民間団体・民間施設 0

上記以外の機関等 0
学
校
内

養護教諭による指導（本人） 0

スクールカウンセラー相談（本人） 0

相

談

・

指

導

を

受

け

た

学

校

内

外

の

機

関

学
校
外

①
0

市教育支援センター「ＩＣＴ学習支援」 0

県教育支援センター

不登校の傾向
( どちらかに 1  を入力）

心因性 0

怠惰・非行 0
長
期
欠
席
者
（

3
0
日
以
上
欠
席
）

レ
ベ
ル
２

Ⅴ■長期欠席者 欠席日数 0 記入対象：30日以上の欠席者（不登校、病気等）

指導要録上の出席扱い【①～⑦】

0

児童相談所 0

保健所 0

病院・診療所 0

0

市教育支援センター「くすの実」
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